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当社は「地域社会の発展への貢献」を経営ビジョンに掲げており、地域の
活性化やDX推進等への貢献を目的に、光ファイバ心線のさらなる貸出利用
の拡大を進めております。
【光ファイバ心線のさらなる貸出利用の拡大について 2022年3月8日（社長会見）】 https://www.jreast.co.jp/press/2021/20220308_ho01.pdf

２．当社の光ファイバー網と特徴

・当社管内（首都圏・東北・上信越）の線路沿線（新幹線・在来線）に
約7,200km(営業キロの約97%、平均80心/最大100心のケーブル）

①光ファイバー網

②特徴

・利用者の要望に応じて提供できる空き心線を個別に調整している。

（安全安定輸送の確保が鉄道事業者として最大のミッション）

・鉄道設備の維持・更新やサービス向上のための工事等により
心線・管路の空き状況は頻繁に変化。

・全て鉄道用途で敷設しており、空き心線を貸出用として提供。

１．はじめに

・同一ケーブル内に列車制御用回線等があるため整備ルート等
の開示は鉄道妨害等のリスクが極めて高い。
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２．心線貸出用HP整備について

①光ファイバ敷設区間の掲示

・2007年から貸出用HPを作成し、心線貸出の円滑化のため、
2022年にHPを見直した。

・線路図を用いて掲示

②受付方法
・専用HP内の申込フォームにて受付
(受付の円滑化、申込者の利便性向上のため電話受付から改善）
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・光心線、管路等の使用要望に対し申込窓口、申込手続き、
使用条件等を当社HPに掲載しご要望にお応えしております。
申込フォーマット統一について前向きに検討いたします。

・当社光心線は、鉄道事業用として使用しており、利用者様の
ご要望に応じて空き心線を個別に調整しております。

・今後とも心線利用を要望される事業者様とは、NDA締結した
上で必要な情報を提供し、迅速な心線提供に努めて参ります。

・光ケーブル新設時は、事業者様のご要望等を考慮し、心線数
を増やすなど、ご利用に向けて検討していく考えでおります。

３．最後に
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(参考：当社HP①） https://www.jreast.co.jp/cable/
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(参考：当社HP②）
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(参考：当社HP③）
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(参考：当社HP④）



9

(参考：当社HP⑤）

申込フォームにて受付
しております
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(参考：当社HP⑥）




